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総
　
合

川
崎
製
作
所
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

都
市
ガ
ス
導
入

太
陽
光
Ｐ
Ｐ
Ａ
事
業
開
始

佐
賀
市
内
に
新
設
さ
れ
る
ア
リ
ー
ナ
の

低
圧
幹
線
に
ア
ル
ミ
導
体
Ｃ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
採
用

年
間
約
４
７
５
㌧
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
へ

３
４
５
㍗
＋
蓄
電
池
で

排
出
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
貢
献

三
菱
化
工
機

横
浜
環
境
デ
ザ
イ
ン

Ｓ
Ｆ
Ｃ
Ｃ

アドラーソーラーワークス

横
浜
環
境
デ
ザ
イ
ン

三
菱
化
工
機
（
神
奈
川
県

川
崎
市
）
は
今
月
よ
り
、
同

は
、
主
力
製
品
を
生
産
す
る

拠
点
で
、
Ｃ
Ｎ
都
市
ガ
ス
導

入
に
よ
り
Ｃ
Ｏ
２

排
出
を
削
減

す
る
狙
い
。
Ｃ
Ｎ
都
市
ガ
ス

の
採
用
は
川
崎
市
湾
岸
エ
リ

ア
で
初
と
言
わ
れ
、
年
間
16

万
６
０
０
０
立
方
㍍
導
入
さ

れ
る
。
ま
た
、
同
製
作
所
内

の
「
Ｍ
Ｋ
Ｋ
川
崎
水
素
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
（
実
証
用
）」
に
設

置
さ
れ
て
い
る
、
水
素
製
造

装
置
「
Ｈ
ｙ
Ｇ
ｅ
ｉ
ａ-

Ａ

（
ハ
イ
ジ
ェ
イ
ア
‐
エ
イ
）」

の
原
料
と
し
て
活
用
す
る
。

Ｈ
ｙ
Ｇ
ｅ
ｉ
ａ-

Ａ
は
原
料
で

あ
る
都
市
ガ
ス
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の

中
の
メ
タ
ン
（
Ｃ
Ｈ
４

）
を
水

蒸
気
改
質
す
る
こ
と
で
水
素

を
製
造
す
る
が
、
同
時
に
Ｃ

Ｏ
２

を
排
出
す
る
。
こ
の
時
、

原
料
を
Ｃ
Ｎ
都
市
ガ
ス
と
す

る
こ
と
で
、
排
出
さ
れ
る
Ｃ

Ｏ
２

は
相
殺
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
水
素
製
造
全
体

の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
を
95
㌫
以
上

削
減
し
、
水
素
原
料
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
化
を
図

る
。Ｃ

Ｎ
都
市
ガ
ス
導
入
に
よ

り
、
同
製
作
所
と
し
て
年
間

約
４
７
５
㌧
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減

㌫
弱
削
減
と
な
る
。

同
社
は
ま
た
、
ガ
ス
を
取

り
扱
う
都
市
ガ
ス
会
社
、
関

連
設
備
・
機
器
メ
ー
カ
ー
、

ガ
ス
需
要
家
ら
で
構
成
さ
れ

る
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
Ｌ
Ｎ
Ｇ
バ
イ
ヤ
ー
ズ
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
」
に
も
加
盟
し

た
。
グ
ル
ー
プ
２
０
５
０
経

営
ビ
ジ
ョ
ン
「
持
続
可
能
な

発
展
に
挑
戦
し
、
快
適
な
社

会
を
実
現
」
に
基
づ
き
、
モ

ノ
づ
く
り
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
を
通
し
て
、
Ｃ
Ｏ
２

・

気
候
変
動
、
資
源
循
環
等
の

社
会
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
。

社
・
川
崎
製
作

所
（
川
崎
市
川

崎
区
大
川
町
）

に
東
京
ガ
ス
が

供
給
す
る
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
都
市
ガ
ス

（
Ｃ
Ｎ
都
市
ガ

ス
）
を
導
入
す

る
。同

製

作

所

が
で
き
、
同
製
作

所
か
ら
排
出
さ
れ

る
Ｃ
Ｏ
２

は
約
20

「MKK川崎水素ステーション」内の水素製
造装置「HyGeia-A（ハイジェイア-エイ）」
の原料としてCN都市ガスを活用する

マテックス・横浜営業所に設置された、
地産地消「LED'S」スキームの太陽光発電所

SAGAアリーナ外観

アルミ導体ケーブル

ASW統合監視システムの画面イメージ

ソーラーエッジテクノロジージャパン

大型アンモニア輸送船の
イメージ図（提供：三菱造船）

▶
シ
ナ
ジ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
搭
載

１
０
０
㌗
三
相
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ

100kW三相新型パワコン発表

太陽光発電所遠隔監視
システムを自社開発

理化＋
業務の
指す

軽量コンパクト設計、
モバイルバッテリー使用で試運転可能

ソ
ー
ラ
ー
エ
ッ
ジ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン
（
神
奈
川

県
横
浜
市
）
は
こ
の
ほ
ど
、

シ
ナ
ジ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
搭

載
の
新
型
三
相
パ
ワ
ー
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ナ
シ
リ
ー
ズ
（
最

大
定
格
出
力
１
０
０
㌗
）
を

発
表
し
た
。
試
運
転
機
能
に

よ
り
、
設
置
者
の
設
置
・
試

運
転
時
間
を
短
縮
す
る
。

新
製
品
は
、
軽
量
な
ユ
ニ

ッ
ト
型
デ
ザ
イ
ン
で
、
集
中
管

理
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
で
あ

る
シ
ナ
ジ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

と
、
そ
の
制
御
下
に
あ
る
同
型

シ
ナ
ジ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
（
２
～
３

台
）
で
構
成
さ
れ
る
。
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
性
を
向
上
さ
せ
、
シ
ス

テ
ム
制
御
を
簡
素
化
す
る
よ

う
設
計
さ
れ
て
い
る
。
シ
ス
テ

ム
全
体
の
重
量
は
１
１
４
㌔

㌘
（
各
シ
ナ
ジ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
＝

３
㌔
㌘
、
シ
ナ
ジ
ー
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
＝
18
㌔
㌘
）
に
抑
え
ら

れ
て
お
り
、
設
置
は
作
業
者

２
人
で
行
え
る
。

試
運
転
機
能
に
よ
り
、
受

電
開
始
を
待
た
ず
に
、
Ｓ
ｅ

ｔ
Ａ
ｐ
ｐ
と
Ｕ
Ｓ
Ｂ
モ
バ
イ

ル
バ
ッ
テ
リ
ー
で
シ
ス
テ
ム

設
定
が
可
能
。
設
置
業
者
が

設
置
の
各
段
階
が
適
切
に
行

わ
れ
て
い
る
か
を
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
簡
単
に
直
接
検

証
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
設

置
日
程
と
追
加
コ
ス
ト
を
最

小
化
す
る
こ
と
を
実
現
。

さ
ら
に
、
内
蔵
ア
ー
ク
障

害
保
護
機
能
や
ラ
ピ
ッ
ド
シ

ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
な
ど
の
高
度

な
安
全
性
能
に
加
え
、
各
種

サ
ー
ジ
保
護
デ
バ
イ
ス
、
Ａ

Ｃ
端
子
台
に
内
蔵
熱
セ
ン
サ

ー
を
備
え
る
な
ど
、
保
護
機

能
を
強
化
し
、
安
全
性
を
高

め
た
。

過
積
載
率
は
最
大
２
２
５

㌫
。
保
証
は
業
界
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
と
言
わ
れ
る
12
年
で
、

20
年
ま
で
の
延
長
も
可
能
だ
。

横
浜
環
境
デ
ザ
イ
ン
（
神

奈
川
県
横
浜
市
）
は
こ
の
ほ

ど
、
エ
ク
ス
テ
リ
ア
や
イ
ン

テ
リ
ア
建
材
な
ど
住
宅
に
関

わ
る
商
品
を
取
り
扱
う
マ
テ

ッ
ク
ス
（
東
京
都
豊
島
区
）

の
横
浜
営
業
所
に
、
太
陽
光

発
電
を
無
償
設
置
し
、
自
家

消
費
分
を
電
気
料
金
と
し
て

投
資
回
収
を
行
う
ソ
ー
ラ
ー

Ｐ
Ｐ
Ａ
事
業
を
開
始
し
た
。

ま
た
、
非
常
時
用
に
ポ
ー
タ

ブ
ル
蓄
電
池
を
無
償
で
提
供

し
た
。
設
置
し
た
営
業
所

は
、
自
家
消
費
と
ヨ
コ
ハ
マ

の
で
ん
き
「
再
エ
ネ
ｅ
ｃ
ｏ

プ
ラ
ン
１
０
０
」
で
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
㌫

ズ
マ
（
福
岡
県
八
女
市
）
が

考
案
・
実
践
し
て
い
る
「
地

域
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
地
域
の
企
業
な
ど
の
力
だ

け
で
創
り
出
し
、
地
域
内
で

は
、
地
産
地
消
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
'

Ｓ
」
ス
キ
ー
ム
の
太
陽
光
発

電
所
と
な
る
。
こ
れ
は
、
ア

直
接
利
用
す
る

こ
と
」
を
目
的

に
し
た
取
組
み

で
、
太
陽
光
発

電
と
ポ
ー
タ
ブ

ル
蓄
電
池
を
無

償
設
置
し
、
災

害
時
に
活
用
で

き
る
電
源
ス
ポ

ッ
ト
を
増
や
す

の
が
狙
い
。
同

社
Ｐ
Ｐ
Ａ
事
業

と
し
て
、
横
浜

環
境
保
全
の
瀬

谷
事
業
所
に
続

の
電
気
を
使

用
す
る
。

今
回
の
Ｐ

Ｐ

Ａ

事

業

く
、
２
例
目

の
設
置
と
な

る
。シ

ス
テ
ム

な
い
監
視
体
制
構
築
を
目
指

す
。

監
視
装
置
か
ら
、
発
電

量
、
日
射
量
、
Ｐ
Ｒ
値
、
サ

ビ
ス
の
品
質
向
上
と
、
顧
客

満
足
／
利
益
向
上
に
つ
な
げ

る
狙
い
だ
。

今
後
は
、
さ
ら
に
異
常
検

知
精
度
を
向
上
さ
せ
、
監
視

業
務
の
自
動
化
を
進
め
る
。

太
陽
光
発
電
所
管
理
の
Ｉ
Ｔ

化
お
よ
び
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た

保
守
体
制
の
ス
マ
ー
ト
化
の

第
一
歩
と
し
て
捉
え
、
同
社

Ｏ
＆
Ｍ
業
務
の
市
場
競
争
力

強
化
を
図
る
。

太
陽
光
発
電
所
の

Ｏ
＆
Ｍ
を
手
掛
け
る

ア
ド
ラ
ー
ソ
ー
ラ
ー

ワ
ー
ク
ス
（
神
奈
川

県
横
浜
市
）
は
こ
の

ほ
ど
、
太
陽
光
発
電

所
の
監
視
サ
ー
ビ
ス

を
よ
り
充
実
さ
せ
る

た
め
、
自
社
開
発
の

Ｉ
Ｍ
Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ

（
Ａ
Ｓ
Ｗ
統
合
監
視

シ
ス
テ
ム
）
を
導
入

し
た
。
各
発
電
所
の

発
電
デ
ー
タ
か
ら
の

異
常
を
早
期
に
発
見

し
、
ア
ラ
ー
ト
発
報

だ
け
に
頼
る
こ
と
の

電
所
ご
と
条
件
式

を
設
け
て
、
異
常

を
判
定
す
る
。
Ｇ

ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

ｃ

ｈ
ｒ
ｏ
ｍ
ｅ
も
し

く
は
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ

古
河
電
気
工
業
（
東
京
都

千
代
田
区
）
と
古
河
電
工
産

業
電
線
（
東
京
都
荒
川
区
）

が
開
発
・
製
造
し
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ

Ｃ
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）
が

販
売
す
る
高
機
能
型
低
圧
ア

ル
ミ
導
体
Ｃ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル

「
ら
く
ら
く
ア
ル
ミ
ケ
ー
ブ

ル
Ⓡ
」
が
、
佐
賀
県
佐
賀
市

内
に
建
設
中
の
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア

リ
ー
ナ
で
採
用
さ
れ
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
。
官
公
庁
の
大

型
施
設
工
事
と
し
て
は
初
め

て
の
受
注
と
な
る
。

「
ら
く
ら
く
ア
ル
ミ
ケ
ー

い
る
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
サ
ン
ラ
イ
ズ

パ
ー
ク
整
備
事
業
の
中
で
建

設
中
の
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア
リ
ー
ナ

の
低
圧
幹
線
と
し
て
採
用
さ

れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
り
従
来
の
よ
う
な
工
程

が
組
め
な
い
中
で
、
作
業
者

の
負
担
軽
減
と
働
き
方
改
革

推
進
の
た
め
に
、
同
ケ
ー
ブ

ル
採
用
を
佐
賀
県
に
提
案

し
、
認
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
官
公
庁
の
調
達
で

は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
認
証
を
受
け
た
製

ケ
ー
ブ
ル
の
み
の
規
定
し
か

な
い
。
こ
れ
ま
で
の
豊
富
な

実
績
を
踏
ま
え
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
で

規
定
さ
れ
る
従
来
の
銅
導
体

ケ
ー
ブ
ル
と
同
等
の
品
質
を

有
す
る
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア
リ
ー
ナ
は
新

た
に
建
設
さ
れ
る
施
設
で
、

鉄
骨
４
階
建
て
、
延
べ
床
面

積
約
３
万
平
方
㍍
。
本
ア
ル

ミ
導
体
ケ
ー
ブ
ル
は
ア
リ
ー

ナ
の
建
設
に
お
い
て
電
気
工

事
を
担
う
日
本
電
設
・
佐
電

ブ
ル
Ⓡ
」
は
、
ケ
ー

ブ
ル
導
体
に
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
を
採
用
し
、

一
般
的
な
銅
導
体
ケ

ー
ブ
ル
と
比
較
し
て

30
～
50
㌫
軽
量
で
使

い
勝
手
が
よ
く
、
延

線
作
業
の
省
力
化
、

省
人
化
、
効
率
化
効

果
が
期
待
で
き
る
。

佐
賀
県
が
進
め
て

品
が
広
く
活
用
さ

れ
て
い
る
が
、
現

状
、
ア
ル
ミ
導
体

ケ
ー
ブ
ル
の
Ｊ
Ｉ

Ｓ
規
定
は
Ｊ
Ｃ
Ｓ

（
日
本
電
線
工
業

会
規
格
）
に
は
あ

る
も
の
の
、
Ｊ
Ｉ

Ｓ
規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ

Ｃ

３
６
０
５
「
６

０
０
Ｖ

ポ
リ
エ

チ
レ
ン
ケ
ー
ブ

ル
」)

に
は
銅
導
体

工
・
有
明
電
設

建
設
共
同
企
業

体
（
代
表
者

：

日
本
電
設
工
業

株
式
会
社
）
か

ら
Ｓ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
に

発
注
さ
れ
た
。

ア
リ
ー
ナ
の
完

成
は
２
０
２
３

年
春
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。


